
JP 2010-112967 A 2010.5.20

10

(57)【要約】
【課題】映像表示器が表示する表示映像の画質に影響を
与えることのない映像再生装置および照明装置の制御方
法を提供する。
【解決手段】
　この発明の１つの実施の形態である映像再生装置１１
は、映像を表示する映像表示器１３と、映像表示器が表
示する映像を照明するバックライト２５と、バックライ
トから出力される照明光の輝度および色相（色度）の少
なくとも一方を、バックライトが消灯している期間に基
づいて補正する制御装置６５と、を有する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を表示する表示装置と、
　前記表示装置に照明光を提供する照明装置と、
　前記照明装置から出力される照明光の輝度および色相（色度）の少なくとも一方を、前
記照明装置が消灯している期間に基づいて補正する制御装置と、
を有することを特徴とする映像再生装置。
【請求項２】
　前記制御装置は、前記照明装置が消灯されている期間が補正を必要とする期間を超えて
いる場合に、前記照明装置に印加する駆動電圧、駆動電圧のパルスの周波数、駆動電圧の
パルスのパルス幅の少なくとも１つを前記照明装置からの照明光が設定値に達するまでの
間、補正することを特徴とする請求項１記載の映像再生装置。
【請求項３】
　前記制御装置は、前記照明装置が消灯されている期間に基づいて、前記照明装置に適用
する前記補正の初期値、および補正方法を設定することを特徴とする請求項２記載の映像
再生装置。
【請求項４】
　前記制御装置は、前記照明装置が点灯された時点からの経過時間が補正を必要とする期
間を超えた時点で前記補正を中止することを特徴とする請求項２記載の映像再生装置。
【請求項５】
　前記制御装置は、前記照明装置が点灯された時点からの経過時間と前記照明装置が消灯
されていた期間とに基づいて、前記照明装置に前記補正を適用する期間を設定することを
特徴とする請求項２記載の映像再生装置。
【請求項６】
　前記制御装置は、前記照明装置が消灯されていた期間が所定期間よりも短い場合、前記
補正を実行しないことを特徴とする請求項２記載の映像再生装置。
【請求項７】
　表示装置を照明する照明装置の非点灯期間を求め、
　求められた非点灯期間に基づいて、点灯時に補正すべき制御量を求め、
　求められた制御量で照明装置を点灯することを特徴とする照明装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えばテレビジョン放送やネットワークにより提供される映像を再生する
映像再生装置および照明装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶パネルを用いたテレビジョン装置が急速に普及している。なお、液晶パネル
は、ＣＲＴ（ブラウン管）を用いた場合に比較して重量が低減可能であり、また奥行きが
少ない（薄い）ことにより、特に画面の大きなテレビジョン装置に多く採用されている。
【０００３】
　ところで、テレビジョン装置に用いられる液晶パネルは、ほとんどが、例えば冷陰極管
（蛍光管／放電灯）等に代表されるバックライトからの照明光の透過により映像を再生し
ている。このため、バックライトからの照明光の輝度と色度が変化した場合、再生される
映像の色味、すなわち色彩（色そのもの）、色合い（tint）、濃淡（shade）が変動する
ことが知られている。なお、バックライトとして広く採用されている冷陰極管（蛍光管／
放電灯）等においては、点灯（電源オン）直後から所定時間の間は、輝度が急激に増大す
るとともに、色度が変動することが知られている。
【０００４】
　特許文献１には、電源起動時からの時間をカウンタによりカウントしたカウンタ値（起
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動時からの時間）が所定時間よりも短い場合、非点灯（消灯）時間に応じ、バックライト
を設定よりも明るく点灯することが開示されている。
【特許文献１】特開２００７－１０８２８５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、特許文献１の液晶表示装置は、バックライトの点灯時間に拘わらず消灯時間
の長短に従い、明るさを制御することを開示するのみである。
【０００６】
　このため、バックライトがオフされた直後に再びオンされると、本来必要な明るさより
も明るさが加算される等、かえって画質に影響を与える場合もある。
【０００７】
　この発明の目的は、映像表示器として用いられる液晶パネルを照明するバックライトの
明るさを、点灯時間および消灯時間に拘わりなく、どの時点でも最適な明るさに設定可能
な映像再生装置および照明装置の制御方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明は、上記問題点に基づきなされたもので、映像を表示する表示装置と、前記表
示装置に照明光を提供する照明装置と、前記照明装置から出力される照明光の輝度および
色相（色度）の少なくとも一方を、前記照明装置が消灯している期間に基づいて補正する
制御装置と、を有することを特徴とする映像再生装置である。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、映像表示器が表示する映像を照明する照明装置が、表示映像の画質
に影響を与えることのない起動特性の照明光を出力できる。
【００１０】
　これにより、照明装置が点灯することにより、表示映像に不要な画質補正が適用される
ことが抑止できる。
【００１１】
　また、照明装置が不連続に点灯あるいは消灯される場合であっても、表示映像の画質が
変動することが防止される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態の一例について説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の実施の形態が適用可能な映像音声再生装置の一例を示す。なお、以下
に説明する映像音声再生装置は、例えば映像表示装置（モニター装置）が一体に設けられ
ているテレビジョン受信装置（以下テレビ受信装置と呼称する）であってもよいし、入力
される映像（動画）と音声（オーディオデータ）を記録可能で、その再生時に映像および
音声を出力可能な映像音声記録再生装置（レコーダー装置）であってもよい。
【００１４】
　図１は、この発明の実施の形態が適用される映像音声再生装置（テレビ受信装置）の一
例を概略的に説明するブロック図である。
【００１５】
　テレビ受信装置１１は、例えば液晶表示パネル等に代表される表示装置であって、映像
信号（ビデオデータ）に対応する映像を表示する映像表示器１３、例えばスピーカー等に
代表される音声再生装置であって、音声出力（オーディオデータ）を再生する音声再生器
１５、ユーザーからの制御指示（制御入力）信号を受け入れる操作部１７、ユーザーから
のリモートコントローラ（以下、リモコンと称する）による操作情報（制御入力）信号を
受けつけるリモコン受信部１９、および制御ブロック（制御部）６０等を含む。
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【００１６】
　映像表示器１３は、例えば液晶パネルと、液晶パネルの背面から液晶パネルを照明する
バックライト２５を含み、バックライト２５による照明光が液晶パネルを透過して映像を
再生（表示）する。なお、バックライト２５は、冷陰極管等に代表される蛍光管すなわち
放電灯であり、点灯回路２７から供給する電圧とパルス数（駆動周波数）を制御すること
により、所定の色度、かつ任意の明るさの照明光を出力する。しかしながら、低温下にお
いて、点灯時間（駆動時間）に対する輝度変動が顕著であり、明るさ（色味）が安定する
までに、数十分を要することが知られている。
【００１７】
　上述したテレビ受信装置１１は、上記各ユニットの動作や表示もしくはオーディオ（音
声）出力を、制御部（制御ブロック，メインボードと呼ばれることもある）６０により、
統括的に制御されている。
【００１８】
　制御部６０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）６１に代表される主制御用ＩＣ（
ＬＳＩ）を内蔵し、操作部１７からの操作情報（入力）、またはリモコンから送出された
操作情報を受信部１９により受信した（リモコン入力）制御信号に対応する操作内容が反
映されるように、各部をそれぞれ制御している。
【００１９】
　制御部６０はまた、例えばＣＰＵ６１が実行する制御プログラムを保持したＲＯＭ（Re
ad Only Memory）６２、ＣＰＵ６１に作業エリアを提供するＲＡＭ（Random Access Memo
ry）６３、および各種の設定情報や、制御情報等が格納され、保持される不揮発性メモリ
ー（Non Volatility Memory，ＮＶＭ）６４を、含む。
【００２０】
　ＮＶＭ６４は、後段に説明するが、映像表示器１３のバックライト２５がオンされてか
らオフされるまでの累計点灯時間、およびオフされてから次にオンされるまでの累計消灯
時間を保持する「点灯／消灯期間保持部」として機能する。また、ＮＶＭ６４には、バッ
クライト２５が消灯されている時間に従い、次にバックライト２５が点灯される時点の明
るさの補正値が記憶される。なお、バックライト２５の明るさには通常個体差が存在する
ため、ＮＶＭ６４には、個体差に対する補正値、もしくは補正値が異なる複数のテーブル
も記憶される。
【００２１】
　バックライト２５の明るさは、例えば制御部６０と一体的に、あるいは独立して設けら
れるランプ制御部６５により点灯回路２７からバックライト２５に印加すべき電圧および
駆動パルス数を変化することで、任意に設定される。なお、点灯回路２７は、例えばＤＣ
－ＡＣインバータである。
【００２２】
　制御部６０はまた、カードホルダ７２と接続されたカードインターフェース（interfac
e，Ｉ／Ｆ）７１を介して、カードホルダ７２に装着されるメモリーカードから映像およ
び音声ファイルを読み込むことができ、また、メモリーカードに映像および音声ファイル
を書き込むことができる。
【００２３】
　制御部６０にはさらに、通信インターフェース（Ｉ／Ｆ）７３、第１および第２のＨＤ
ＭＩインターフェース（Ｉ／Ｆ）７４，７５、ＵＳＢインターフェース（Ｉ／Ｆ）７６、
およびｉ．Ｌｉｎｋインターフェース（Ｉ／Ｆ）７７等の任意数のインターフェース群が
接続され、それぞれのインターフェースに適合する外部装置あるいはハブ（拡張装置）も
しくはネットワーク制御装置として機能する。例えば、通信インターフェース７３には、
ＬＡＮ端子８１が接続され、例えばＬＡＮ（ネットワーク）対応の図示しない外部（ＮＡ
Ｓ（Network Attached Storage）ＨＤＤ（Hard Disk Drive））が接続される。なお、Ｌ
ＡＮ端子８１は、イーサネット（登録商標）＜（Ethernet（登録商標）＞を用いた一般的
なＬＡＮ対応ポートとして使用することも可能で、例えばハブ（Hub）が接続されること
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で、ＬＡＮ対応のＨＤＤ、ＰＣ（personal computer）、ＨＤＤ内臓のＤＶＤレコーダー
等の機器の接続が可能である。
【００２４】
　第１および第２のＨＤＭＩインターフェース７４，７５には、それぞれＨＤＭＩ端子８
２，８３が接続され、例えば図示しないＤＶＤレコーダーやＡＶアンプ、あるいはハブが
接続される。なお、ＡＶアンプには、例えばＤＶＤレコーダーやＤＶＤプレーヤー等が接
続される。また、ハブには、例えばＨＤＭＩ端子を備えたＡＶアンプや、ＰＣ（personal
 computer）、ＨＤＤ内臓のＤＶＤレコーダー、ＤＶＤプレーヤー等の外部機器が接続可
能である。
【００２５】
　ＨＤＭＩ端子８２，８３がハブと接続される場合には、例えばブロードバンドルータを
介して、例えばインターネット等のネットワークとの接続や、ネットワーク上に位置する
ＰＣ（personal computer）や携帯電話、もしくは携帯端末との間の動画ファイル（映像
データ）やオーディオファイル（音声データ）の読み込みおよび再生ならびに書き込み（
記録）等も可能である。
【００２６】
　ＵＳＢインターフェース（Ｉ／Ｆ）７６は、ＵＳＢポート８４と接続され、ポート８４
に接続される図示しないハブを介して、携帯電話、デジタルカメラ、メモリーカードに対
するカードリーダ／ライタ、ＵＳＢインターフェースを介してアクセス可能に形成された
ＨＤＤ、キーボード等が接続可能であり、それぞれのＵＳＢ機器との間で情報の受け渡し
が可能である。
【００２７】
　ｉ．Ｌｉｎｋインターフェース（Ｉ／Ｆ）７７は、図示しないが、例えばＡＶ（オーデ
ィオ－ビジュアル）－ＨＤＤあるいはＤ（Digital）－ＶＨＳ（video home system）等の
外部機器、もしくは外部地上波デジタルチューナ等がシリアル接続可能であり、接続され
る任意の機器との間で情報の受け渡しが可能である。
【００２８】
　なお、詳述しないが、個々のインターフェースに加えて、もしくは任意の１または複数
のインターフェースに代えて、例えばＤＬＮＡ（Digital Living Network Alliance（登
録商標））規格等に準拠したネットワークコントローラや、図示しないBluetooth（登録
商標）＜（ブルートゥース（登録商標）＞が用意され、それらを経由して、データの受け
渡しが可能なレコーダー装置やＨＤＤ装置、もしくは携帯可能な端末装置が接続されても
よいことはいうまでもない。
【００２９】
　制御部６０はまた、タイマーコントローラ（時計部）９０を含む。時計部９０は、時刻
や、ユーザーからの入力により設定される予約録画のための予約時刻（日時）と録画対象
チャンネル等の情報を管理するとともに、その情報を保持可能である。なお、時計部９０
は、後段に説明するデジタルチューナ５０を介して受信するデジタル放送におけるＴＯＴ
（Time Offset Table）と呼ばれる「時刻情報」を、常時取得できる。すなわち、電波時
計を内蔵している機器と同等の時刻管理が可能である。また、後段に説明するチューナ５
２により受信するアナログアナログ放送の所定のチャンネルからも、毎日、所定の時間に
時報を取得可能であることはいうまでもない。
【００３０】
　以下、テレビ受信装置１１の主要な信号処理系について説明する。
【００３１】
　ＢＳ／ＣＳデジタル放送受信用のアンテナ４２で受信した衛星デジタルテレビジョン放
送信号は、入力端子４３を介して衛星デジタル放送用のチューナ４４に供給される。
【００３２】
　チューナ４４は、制御部６０からの制御信号により所望のチャンネルの放送信号を選局
し、この選局された放送信号をＰＳＫ（Phase Shift Keying）復調器４５に出力する。
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【００３３】
　ＰＳＫ復調器４５は、制御部６０からの制御信号に基づき、チューナ４４で選局された
放送信号を復調して、所望の番組を含んだトランスポートストリーム（Transport Stream
，ＴＳ）を得て、ＴＳ復号器４６に出力する。
【００３４】
　ＴＳ復号器４６は、制御部６０からの制御信号により、トランスポートストリーム多重
化された信号のＴＳ復号処理を行い、所望の番組のデジタルの映像信号及び音声信号を信
号処理部４７に出力する。また、ＴＳ復号器４６は、デジタル放送により送られている番
組（コンテンツ）を取得するための各種データ（サービス情報）、電子番組ガイド（ＥＰ
Ｇ）情報、番組属性情報（番組ジャンル等）および字幕情報等を制御部６０へ出力する。
【００３５】
　また、地上波放送受信用のアンテナ４８で受信した地上デジタルテレビジョン放送信号
は、入力端子４９を介して地上デジタル放送用のチューナ５０に供給される。
【００３６】
　チューナ５０は、制御部６０からの制御信号により所望のチャンネルの放送信号を選局
し、この選局された放送信号をＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing
）復調器５１に出力する。
【００３７】
　ＯＦＤＭ復調器５１は、制御部６０からの制御信号により、チューナ５０で選局された
放送信号を復調して、所望の番組を含んだトランスポートストリームを得て、ＴＳ復号器
５６に出力する。
【００３８】
　ＴＳ復号器５６は、制御部６０の制御の下で、トランスポートストリーム（ＴＳ）多重
化された信号のＴＳ復号処理を行い、所望の番組のデジタルの映像信号および音声信号を
信号処理部４７に出力する。なお、信号処理部４７では、デジタル放送波により送られて
くる番組を取得するための各種データや電子番組ガイド（ＥＰＧ）情報や、番組属性情報
（番組ジャンル等）等を取得して、制御部６０へ出力する。
【００３９】
　地上波放送受信用のアンテナ４８で受信した地上アナログテレビジョン放送信号は、入
力端子４９を介して地上アナログ放送用のチューナ５２に供給されることにより、所望の
チャンネルの放送信号が選局される。チューナ５２で選局された放送信号は、アナログ復
調器５３により、アナログコンテンツすなわちアナログの映像信号および音声信号に復調
された後、信号処理部４７に出力される。
【００４０】
　信号処理部４７は、ＰＳＫ復調器４５及びＯＦＤＭ復調器５１からそれぞれ供給された
デジタルの映像信号および音声信号に対して、選択的に所定のデジタル信号処理を施し、
グラフィック処理部５４及び音声処理部５５に出力している。
【００４１】
　信号処理部４７にはまた、複数（図示の場合は４つ）の入力端子４０ａ，４０ｂ，４０
ｃ，４０ｄが接続されている。これら入力端子４０ａ～４０ｄは、それぞれ、アナログの
映像信号及び音声信号を、放送受信装置１１の外部から入力可能とするものである。
【００４２】
　信号処理部４７は、アナログ復調器５３及び各入力端子４０ａ～４０ｄから、それぞれ
供給されたアナログの映像信号及び音声信号を選択的にデジタル化し、このデジタル化さ
れた映像信号及び音声信号に対して所定のデジタル信号処理を施した後、グラフィック処
理部５４及び音声処理部５５に出力する。
【００４３】
　グラフィック処理部５４は、信号処理部４７から供給されるデジタルの映像信号に、Ｏ
ＳＤ（On Screen Display）信号生成部５７で生成されるＯＳＤ信号を重畳して出力する
機能を有する。このグラフィック処理部５４は、信号処理部４７の出力映像信号と、ＯＳ
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Ｄ信号生成部５７の出力ＯＳＤ信号とを選択的に出力すること、また、両出力をそれぞれ
画面の半分を構成するように組み合わせて出力することができる。
【００４４】
　なお、ＯＳＤ信号生成部５７により出力される出力ＯＳＤ信号は、αブレンディングの
パラメーターが設定されることで、通常の映像表示上に、「半透明」状態で（通常の映像
信号の一部を透過可能に）重ね合わせて出力させることもできる。
【００４５】
　グラフィック処理部５４はまた、放送信号が字幕信号を伴い、字幕が表示可能である場
合は、制御部６０からの制御信号および字幕情報に基づき、映像信号上に字幕情報を重畳
する処理を行う。
【００４６】
　グラフィック処理部５４から出力されたデジタルの映像信号は、映像処理部５８に供給
される。映像処理部５８は、映像表示器１３すなわちディスプレイ装置（モニタ装置）に
より映像（動画／静止画）出力として再生可能に、グラフィック処理部５４から供給され
るデジタルの映像信号をアナログの映像信号に変換する。なお、映像処理部５８と接続さ
れた出力端２１には、例えば外部装置として、拡大投影装置（プロジェクタ装置）や外部
モニタ装置が接続されてもよいことはいうまでもない。出力端２１にはまた、例えばＤＶ
Ｄ規格の光ディスクを記録媒体とするＤＶＤレコーダー装置や、従来からのビデオテープ
を記録媒体とするビデオレコーダー装置が接続されてもよい。
【００４７】
　音声処理部５５は、音声再生器１５すなわちスピーカー等であり、信号処理部４７から
供給されるデジタルの音声信号をアナログの音声信号に変換する。なお、詳述しないが、
音声信号（オーディオ出力）は、出力端２３と接続される外部スピーカーや、オーディオ
アンプ（ミキサーアンプ）や、出力端２３の１つの形態として用意されるヘッドホン出力
端に、音声／オーディオ出力として再生可能に出力されてもよいことはいうまでもない。
【００４８】
　図２は、バックライトの点灯時の輝度および色度を設定する方法の一例を示す。
【００４９】
　上述したように、映像表示器１３が表示する映像の品位、すなわち再生映像の色味は、
バックライト２５が主として消灯されていた期間に従って、大きく変動するする。なお、
色味は、色彩（色そのもの（hue））、色合い（tint）および濃淡（shade）により表現さ
れる。
【００５０】
　バックライト２５は、既に説明したが、点灯時の直前の消灯期間（非点灯時間）に依存
してその輝度および色度が大きく変動する。反面、点灯後、３０分程度経過すると、輝度
および色度の変動は、ほとんどなくなる。
【００５１】
　このことから、バックライト２５を点灯する際は、その直前の消灯期間（（消灯状態で
の）経過時間）を参照し、経過時間が一定期間内である場合に、点灯回路２７からバック
ライト２５に供給する駆動電圧および駆動パルス数を補正するものとする。
【００５２】
　詳細には、図２に示すように、ユーザーによるリモコン端末あるいは操作部１７の操作
により、テレビ受信装置１１のパネル電源あるいは主電源スイッチがオンされると、映像
表示器１３のバックライト２５が消灯されていた期間（非点灯期間）が、ＮＶＭ６４から
読み出される（Ｓ１）。
【００５３】
　なお、バックライト２５が消灯されていた期間（非点灯期間）は、例えば上述した「Ｔ
ＯＴ（時刻情報）」を用いた直前の消灯時の時刻と現在時刻との間の期間の計算、時計部
９０による計時結果、あるいは図示しないが基本クロックをカウントするカウンター等に
よるカウント値、等に基づいて特定できる。また、例えば省エネモード等により主電源が
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実質的にオフされている場合や、コンセントが抜かれている（商用電源との接続が遮断さ
れている）等の場合においては、ＮＶＭ６４が保持する最終のバックライトの消灯時刻と
テレビ受信装置に通電された時点との間の間隔（時刻）や通電後に取得できた「ＴＯＴ」
もしくはネットワーク上で取得可能な現在時刻に基づいて、同様に消灯期間を求めること
ができる。なお、映像再生装置が、例えばパーソナルコンピュータ（ＰＣ）である場合に
は、通常のＯＳ（オペレーションシステム）において、表示装置（バックライト）がオン
していた期間とオフしていた期間がカウントされているため、ＮＶＭ６４が保持する消灯
期間を読み出すのみである。
【００５４】
　次に、取得した経過時間（非点灯期間）が、バックライト２５の輝度および色度の補正
が必要な期間内であるか否か、がチェックされる（Ｓ２）。
【００５５】
　なお、バックライト２５が消灯されていた期間（非点灯期間）に対する補正値は、直前
に点灯されていた期間によって、異なることはいうまでもない。例えば、［Ａ］数時間点
灯後、１分程度消灯され、直後に再び点灯された場合と、［Ｂ］数分間点灯され、１時間
以上消灯された場合では、補正制御が同一とならないことは、いうまでもない。
【００５６】
　このような背景から、Ｓ２において、経過時間（非点灯期間）が補正を必要とする時間
（期間）を越えている（消灯期間が補正の不要な期間よりも長い）ことが検知された場合
（Ｓ２－ＹＥＳ）、補正初期値と補正方法が決定される（Ｓ３）。
【００５７】
　例えば、上述の［Ａ］に相当する場合、映像表示器１３およびバックライト２５の温度
が十分に上昇した状態であることが容易に類推でき、実際の補正量もほぼ必要ない。
【００５８】
　一方、上述の［Ｂ］のようなケースでは、映像表示器１３およびバックライト２５の温
度は、実質的に冷え切った状態であり、例えば図３を用いて以下に説明するように、点灯
から当分の間は、バックライト２５に印加する電圧および駆動周波数を、定常値（設定値
あるいは定格値）に比較して高く設定し、出力される照明光の輝度を高めることになる。
もちろん、消灯期間が短い場合には、補正値の初期値は、低減される。
【００５９】
　すなわち、図３において、左右方向は、補正時間の最大値を示し、右端から左に向かう
につれて、消灯期間（バックライトオフ期間）が長いことを示す。これに対して、バック
ライト２５がオンされた時点から補正が必要な期間は、上述した消灯期間から右端に到達
するまでの期間となる。
【００６０】
　なお、図３は、駆動電圧および駆動周波数を補正する（消灯期間が長い場合に、駆動電
圧および駆動周波数を増大する）例を示したが、バックライト２５の温度が規定値に達し
ていない（規定値に達するまでの間の期間）等において顕著となる色相（色度）の変化に
ついては、同様にして求めた電源オフからの経過時間すなわち消灯期間を測定し、測定さ
れた時間が色相に影響を与える時間を超えている場合は、図４に示すようにガンマ補正の
値を変更して、色相（色度）を補正すればよい。また、図４においても、左右方向が補正
期間の最大値を示し、右端から左に向かうにつれて、消灯期間（バックライトオフ期間）
が長いことを示す。従って、バックライト２５がオンされた時点から補正が必要な期間は
、上述した消灯期間から右端に到達するまでの期間となる。
【００６１】
　以下、バックライト２５がオンされた時点からの経過時間（点灯時間）をカウントしな
がら、図３あるいは図４に示した輝度および色相（色度）、もしくはその両者を補正する
（Ｓ４）。
【００６２】
　以下、点灯時間が補正必要時間を越えるまで（Ｓ５－ＹＥＳ）、図３あるいは図４に示
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が必要なくなった時点で補正が終了する（Ｓ６）。
【００６３】
　なお、映像表示器１３の液晶パネルとバックライト２５には、上述した個体差があるた
め、図２により説明した消灯期間および点灯期間に基づく補正値は、個々に異なることは
いうまでもない。
【００６４】
　また、図２を用いた説明においては、バックライト２５に印加する駆動電圧と駆動周波
数について言及したが、駆動周波数に代えて、パルス幅を変化するＰＷＭ（Pulse Width 
Modulation）制御を適用してもよいし、両者が併用されてもよい。もちろん、駆動電圧に
換えて、管電流を変化してもよいことはいうまでもない。
【００６５】
　またさらに、ＮＶＭ６４が保持する補正テーブルとしては、設置環境の温度に対する補
正値であってもよい。例えば、低温環境においては、図３および図４に示した左右方向、
すなわち最大補正期間を増大することも可能である。補正期間を一定（共通）として、調
整量（補正値）の最大値を増大することも可能である。
【００６６】
　この発明の実施の形態を一つを適用することにより、映像表示器が表示する映像を照明
する照明装置からの照明光が、表示映像の画質に影響を与えることのない映像表示装置が
得られる。
【００６７】
　これにより、照明装置が点灯することにより、表示映像に不要な画質補正が適用される
ことが抑止できる。
【００６８】
　また、照明装置が不連続に点灯あるいは消灯される場合であっても、表示映像の画質が
変動することが防止される。
【００６９】
　なお、本発明の内容はここに記述した形態だけに限定されるものではなく、その主旨を
逸脱しない範囲で、他にも様々な形態を取り得ることはいうまでもない。また、各実施の
形態は、可能な限り適宜組み合わせて、もしくは一部を削除して実施されてもよく、その
場合は、組み合わせもしくは削除に起因したさまざまな効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】この発明の実施の形態が適用される映像再生装置の一例を示す概略図。
【図２】図１に示した映像再生装置に組み込まれる映像表示器が表示する映像を照明する
照明装置からの照明光の輝度および色相を補正する方法の一例を、ソフトウエア的に説明
する概略図。
【図３】図１に示した映像再生装置の照明装置からの照明光の輝度を補正する一例を示す
概略図。
【図４】図１に示した映像再生装置の照明装置からの照明光の色相（色度）を補正する一
例を示す概略図。
【符号の説明】
【００７１】
　１１…テレビ受信装置（映像再生装置）、１３…映像表示器、１５…音声再生器、２１
…出力端、２５…バックライト、２７…点灯回路、４７…信号処理部、５５…音声処理部
、５８…映像処理部、６０…制御部、６１…ＣＰＵ、６４…不揮発性メモリー（点灯／消
灯期間保持部）、６５…ランプ制御部、９０…時計部（タイマーコントローラ）。
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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月5日(2009.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を表示する表示装置と、
　前記表示装置に照明光を提供する照明装置と、
　前記照明装置から出力される照明光の輝度および色相または色度の少なくとも一方を、
前記照明装置が消灯している期間が補正を必要とする期間を超えている場合に、前記照明
装置が点灯された時点からの経過時間と前記照明装置が消灯されていた期間とに基づいて
、前記照明装置に前記補正を適用する期間を設定して補正する制御装置と、
を有することを特徴とする映像再生装置。
【請求項２】
　前記制御装置は、前記照明装置に印加する駆動電圧、駆動電圧のパルスの周波数、駆動
電圧のパルスのパルス幅の少なくとも１つを前記照明装置からの照明光が設定値に達する
までの間、補正することを特徴とする請求項１記載の映像再生装置。
【請求項３】
　前記制御装置は、前記照明装置に適用する前記補正の初期値、および補正方法を設定す
ることを特徴とする請求項２記載の映像再生装置。
【請求項４】
　前記制御装置は、前記照明装置が点灯された時点からの経過時間が補正を必要とする期
間を超えた時点で前記補正を中止することを特徴とする請求項２記載の映像再生装置。
【請求項５】
　前記制御装置は、前記照明装置が消灯されていた期間が所定期間よりも短い場合、前記
補正を実行しないことを特徴とする請求項２記載の映像再生装置。
【請求項６】
　表示装置を照明する照明装置が補正を必要とする期間を超えている場合に、照明装置が
点灯された時点からの経過時間と照明装置が消灯されていた非点灯期間を求め、
　求められた点灯された時点からの経過時間と照明装置が消灯されていた非点灯期間に基
づいて、点灯時に補正すべき制御量を求め、
　求められた制御量で照明装置を点灯することを特徴とする照明装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　この発明は、上記問題点に基づきなされたもので、映像を表示する表示装置と、前記表
示装置に照明光を提供する照明装置と、前記照明装置から出力される照明光の輝度および
色相または色度の少なくとも一方を、前記照明装置が消灯している期間が補正を必要とす
る期間を超えている場合に、前記照明装置が点灯された時点からの経過時間と前記照明装
置が消灯されていた期間とに基づいて、前記照明装置に前記補正を適用する期間を設定し
て補正する制御装置と、を有することを特徴とする映像再生装置である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　この発明の実施の形態の一つを適用することにより、映像表示器が表示する映像を照明
する照明装置からの照明光が、表示映像の画質に影響を与えることのない映像表示装置が
得られる。
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